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発
行
日

令
和
二
年
十
二
月
三
十
一
日

題

字

陸
軍
大
将

一
戸
兵
衛

発
行
者

太
郎
坊
宮
社
務
所

東
近
江
市
小
脇
町
二
二
四
七
番
地

い
ま
上
に
お
示
し
し
た
「
御
剣
」
は
、
約
五

百
年
程
昔
の
室
町
時
代
に
製
作
さ
れ
、
当
神
社

に
納
め
ら
れ
た
神
宝
で
す
。
存
在
は
語
り
継
が

れ
て
い
た
も
の
の
、
長
ら
く
所
在
が
明
ら
か
で

な
い
ま
ま
で
し
た
。
そ
の
御
剣
が
、
本
年
八
月

に
神
庫
の
中
よ
り
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

古
来
、
神
が
携
え
る
御
剣
に
は
霊
威
が
宿
る

と
信
ぜ
ら
れ
、
諸
魔
を
降
し
て
苦
難
を
払
う
も

の
と
敬
仰
さ
れ
ま
し
た
。
世
界
を
覆
う
病
魔
の

跋
扈
に
よ
っ
て
社
会
が
乱
れ
る
今
日
、
諸
悪
を

打
ち
破
る
御
剣
の
出
現
は
、
一
つ
の
瑞
兆
と
思

わ
ず
に
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

当
神
社
が
十
二
月
に
執
行
す
る
お
火
焚
大
祭

で
も
、
霊
威
を
宿
す
剣
を
用
い
た
儀
式
が
行
わ

れ
ま
す
。
修
験
者
が
剣
を
振
り
か
ざ
す
所
作
に

は
「
迫
り
来
る
魔
を
こ
と
ご
と
く
薙
ぎ
倒
す
」

と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
儀
式

は
、
私
た
ち
人
間
の
心
に
棲
ま
う
「
魔
」
を
打
ち

破
る
た
め
の
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。

「
魔
」
と
は
、
人
の
心
を
乱
し
、
行
い
を
曲
げ

る
邪
な
も
の
を
指
し
ま
す
。
残
念
な
が
ら
、
今
般

の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
に
際
し

て
も
、
こ
の
「
魔
」
は
大
い
に
蔓
延
っ
た
よ
う
で

す
。
感
染
者
や
医
療
従
事
者
に
対
す
る
誹
謗
中
傷
、

差
別

。
他
者
を
慈
し
ま
ぬ
人
の
心
の
魔
が
、

病
と
は
異
な
る
災
禍
を
惹
起
し
ま
し
た
。

か
の
西
郷
南
洲
翁
は
、
人
々
を
諭
す
際
に
「
敬

天
愛
人
」
の
語
を
常
々
用
い
ら
れ
た
と
い
い
ま
す
。

こ
の
訓
え
に
は
「
天
地
の
神
々
は
も
と
よ
り
、
目

に
見
え
ぬ
万
物
を
敬
い
尊
び
、
あ
ら
ゆ
る
人
々
を

愛
し
、
慈
し
む
」
と
い
う
実
に
深
い
真
理
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
心
の
荒
廃
が
憂
慮
さ
れ
る
今
こ

そ
南
洲
翁
の
遺
訓
を
胸
中
に
戴
し
、
皆
様
と
共
に

尚
一
層
の
精
進
に
励
ん
で
参
り
た
く
思
い
ま
す
。

来
る
令
和
三
年
は
丑
年
。
丑
年
は
「
我
慢
の
年
」

と
言
い
、
堅
実
に
物
事
を
進
め
、
発
展
を
目
指
し

て
力
を
蓄
え
る
の
に
相
応
し
い
と
さ
れ
ま
す
。
後
々

の
飛
躍
を
誓
い
、
怠
り
な
い
一
年
を
過
ご
す
決
意

を
新
た
に
致
し
ま
す
。

赤
神
山

（
あ
か
が
み
や
ま
）

赤
神
山
と
は
、
太
郎
坊

大
神
様
が
お
鎮
ま
り
に

な
る
近
江
国
高
天
原
、

す
な
わ
ち
太
郎
坊
山
の

御
名
で
す
。

『
御
剣
』
室
町
時
代
（
十
五
世
紀
頃
）

↑太郎坊宮HP↑

ご
挨
拶

太
郎
坊
・
阿
賀
神
社
宮
司

奥
田
素
之



勝利と幸福を授ける神 太郎坊・阿賀神社報『赤神山』

（2）

社

務

日

誌
（
抄
）

参
集
殿
日
誌
（
抄
）

恒
例
の
お
祭
り
・
神
事
の
ご
報
告

七

月

合
祀
祭

献
茶
祭

東
近
江
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
様

例
会

千
日
大
祭

責
任
役
員
就
任
奉
告
祭

九

月

東
近
江
市
役
所
様

事
業
者
支
援
研
修
会

市
立
布
引
小
学
校
様

校
外
学
習

十

月

観
月
祭

抜
穂
祭

聖
徳
太
子
一
四
〇
〇
年
祭

実
行
委
員
会

発
足
式

日
本
ラ
グ
ビ
ー
ト
ッ
プ
リ
ー
グ

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ

レ
ッ
ド
ハ
リ
ケ
ー
ン
ズ
様

必
勝
祈
祷

市
立
箕
作
小
学
校
様

校
外
学
習

山
本
光
輝
様

書
法
講
習
会

十
一
月

一
願
成
就
社
報
恩
祭

東
近
江
市
青
年
会
議
所
様

か
ぁ
く
ろ
う
君
調
印
式

献
菊
祭

駐
車
場
新
設
竣
工
式

十
二
月

お
火
焚
大
祭

師
走
大
祓
式

例
年
で
あ
れ
ば
大
勢
の
参
拝
者
を
お
迎
え
す
る

お
祭
り
で
す
が
、
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
拡
大
を
受
け
、
一
部
内
容
を
変
更
し
て

行
い
ま
し
た
。

❖

千
日
大
祭

祭
事
の
規
模
を
一
部
縮
小
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

新
し
い
催
し
「
ふ
う
り
ん
祭
り
」
は
大
変
好
評
で
、

各
種
メ
デ
ィ
ア
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
大
祭
の
第
一
日
目
に
は
約
五
分
間
の
打

ち
上
げ
花
火
を
実
施
。
「
三
密
」
を
避
け
る
た
め

サ
プ
ラ
イ
ズ
で
の
催
し
と
な
り
ま
し
た
が
、
地
域

の
人
々
を
元
気
づ

け
る
た
め
の
鮮
や

か
な
花
火
が
夜
空

を
華
や
か
に
彩
り

ま
し
た
。

❖

一
願
成
就
社
報
恩
祭

一
願
成
就
社
創
建
日
に
あ
た
る
十
一
月
三
日
、

恒
例
の
報
恩
祭
を
実
施
し

ま
し
た
。
修
験
者
に
よ
る

神
前
読
経
の
他
、
特
別
祈

祷
を
執
行
。
日
々
の
ご
加

護
を
感
謝
す
る
と
共
に
、

尚
一
層
の
御
利
益
を
願
い

ま
し
た
。

❖

献
菊
祭

神
様
に
菊
花
を
奉
げ
る
献
菊
祭
。
本
年
も
会
員

入
念
の
花
々
が
神
前
に
献
じ
ら
れ
ま
し
た
。

優
秀
者
に
は
農
林
水
産
大
臣
賞
を
始
め
と
す
る

各
賞
を
授
与
し
ま
し
た
。

↓
本
年
の
農
林
水
産
大
臣
賞
受
賞
作
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ジ
ャ
パ
ン
ラ
グ
ビ
ー

の
ト
ッ
プ
リ
ー
グ
で
活

躍
す
る
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ

モ
レ
ッ
ド
ハ
リ
ケ
ー
ン

ズ
（
大
阪
市
）
。
そ
の

選
手
団
が
太
郎
坊
宮
を

参
拝
し
、
必
勝
祈
願
を

さ
れ
ま
し
た
。
拝
殿
へ

進
ん
だ
チ
ー
ム
の
代
表

団
は
、
来
季
ト
ッ
プ
リ
ー

グ
で
の
躍
進
を
誓
わ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
十
月

末
か
ら
は
近
隣

の
布
引
運
動
公

園
で
強
化
キ
ャ

ン
プ
も
実
施
。

来
季
に
向
け
、

充
分
力
を
蓄
え

ら
れ
た
事
と
思

い
ま
す
。

チ
ー
ム
の
益
々

の
躍
進
を
お
祈

り
し
ま
す
！

頑
張
れ
！

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ

レ
ッ
ド
ハ
リ
ケ
ー
ン
ズ
！

東
近
江
地
域
に
は
「
聖
徳
太
子
が
開
い
た
」

「
聖
徳
太
子
が
作
っ
た
」
「
聖
徳
太
子
の
教
え

に
基
づ
い
た
」
と
い
っ
た
、
聖
徳
太
子
に
ま
つ

わ
る
伝
説
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
う

し
た
数
多
あ
る
太
子
伝
説
を
整
理
・
発
信
す
る

こ
と
で
、
地
域
お
こ
し
や
観
光
振
興
を
目
指
す

「
悠
久
の
近
江
魅
力
再
発
見
委
員
会
」
の
発
足

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
場
と
な
っ
た
当
神
社
参
集
殿
に
は
、
関
係

す
る
二
市
二
町
の
首
長
お
よ
び
十
一
の
社
寺
が

集
ま
り
、
結
束
を
再
確
認
。
こ
の
事
業
の
実
行

委
員
長
に
選
任
さ
れ
た
小
椋
正
清
東
近
江
市
長

は
「
聖
徳
太
子
は
、
東
近
江
の
人
々
に
と
っ
て

身
近
な
存
在
。

そ
の
聖
徳
太
子

の
訓
え
を
拠
り

所
に
、
地
域
の

発
展
に
寄
与
し

た
い
」
と
挨
拶

さ
れ
、
成
功
に

向
け
て
の
意
気

込
み
を
示
さ
れ

ま
し
た
。

発
足
式
に
続
い
て

開
か
れ
た
第
一
回
委

員
会
で
は
、
事
業
計

画
の
策
定
に
向
け
た

協
議
が
さ
れ
ま
し
た
。

聖
徳
太
子
の
没
後

一
四
〇
〇
年
の
節
目

を
迎
え
る
令
和
四
年

を
見
据
え
、
各
社
寺

で
は
記
念
御
朱
印
の

授
与
や
秘
仏
の
開
帳
、

宝
物
の
展
示
が
計
画

さ
れ
て
い
ま
す
。
当
神
社
で
も
「
神
宝
展
」
や

「
聖
徳
太
子
の
足
跡
を
た
ど
る
健
康
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
」
等
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

聖
徳
太
子
一
四
〇
〇
年悠

久
の
近
江
魅
力
再
発
見
委
員
会
の
発
足
式
が
開
か
れ
ま
し
た
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こ
の
度
、
東
近
江
市

に
本
社
を
置
く
株
式
会

社
向
茂
組
様
か
ら
土
地

の
寄
付
を
賜
り
、
新
駐

車
場
と
し
て
整
備
を
行
っ

て
頂
き
ま
し
た
。
お
正

月
に
は
、
他
の
駐
車
場

と
併
せ
て
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

※
新
駐
車
場
は
、
参
道

の
ド
ラ
イ
ブ
ウ
ェ
ー
を

少
し
上
っ
た
場
所
に
あ
り
ま
す
。
裏
面
境
内
図
⑥

「
第
二
駐
車
場
」
の
案
内
地
に
な
り
ま
す
。

二
月
の
節
分
厄
除
大

祭
の
豆
ま
き
で
も
お
な
じ
み
、
公
益
社
団
法
人
東

近
江
青
年
会
議
所
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
か
ぁ
く
ろ

う
君
」
。

ピ
ン
ク
の
ボ
デ
ィ
が
カ
ワ
イ
イ
彼
で
す
が
、
太

郎
坊
天
狗
の
弟
子
（
見
習
い
）
な
ん
で
す
。
そ
ん

な
彼
を
、
も
っ
と
も
っ
と
広
め
よ
う
！

・
・
・
と
い
う
こ
と
で
、
青
年
会
議
所
と
太
郎
坊

宮
の
間
で
覚
書
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
、

太

郎

坊

宮

の

色

ん

な

と

こ

ろ

で

「

か

ぁ

く

ろ

う

君

」

に

出

会

う

か
も
？

太
郎
坊
宮
で
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

治
療
な
ど
に
携
わ
ら
れ
る

医
療
従
事
者
の
方
々
に
感

謝
を
表
す
、
全
国
的
な
ブ

ル
ー
ラ
イ
ト
活
動
に
参
加

し
て
い
ま
す
。

「
太
郎
坊
宮
の
巫
女
さ
ん
か
ら
、
巫
女
さ
ん
の

一
日
を
学
ぶ
」
体
験
イ
ベ
ン
ト
を

行
い
ま
し
た
。

参
加
者
は
実
際
に
巫
女
装
束
に

身
を
包
ん
で
、
御
神
前
の
清
掃
や

祝
詞
の
書
写
を
体
験
。
ま
た
、
神

楽
舞
の
講
習
も
行
い
、
実
際
に
神

様
へ
の
奉
納
も
行
い
ま
し
た
。
な

か
な
か
出
来
な
い

「
巫
女
さ
ん
体
験
」

と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
楽
し
く
参
加

し
て
頂
き
ま
し
た
。

医
療
従
事
者
へ
感
謝
を
表
す

ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
活
動
に
参
加
中
で
す

巫
女
さ
ん
体
験
を
行
い
ま
し
た

目
指
せ
、
全
国
進
出
！

か
ぁ
く
ろ
う
君
を
応
援
し
ま
す

新
駐
車
場
が
完
成
で
す

責
任
役
員
異
動
の
ご
報
告

当
神
社
発
展
の
た
め
に
長
ら
く
ご
尽
力
を
頂
い

た
松
坂
肇
責
任
役
員
が
、
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
此

処
に
生
前
の
ご
功
績
を
顕
彰
す
る
と
共
に
、
謹
ん

で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

ま
た
、
関
係
各
法
規
及
び
神
社
規
則
に
基
づ
く

新
責
任
役
員
選
任
を
行
い
、
滋
賀
県
長
浜
市
の
辻

川
作
男
様
に
ご
就
任
頂
き
ま
し
た
。
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◆
神
紋
入
り
マ
ス
ク

各
六
〇
〇
円

太
郎
坊
宮
の
神
様
の
紋
様

「
輪
宝
（
り
ん
ぼ
う
）
」
を

描
い
た
マ
ス
ク
で
す
。
輪
宝

紋
に
は
「
災
い
を
祓
う
」

「
諸
悪
を
倒
す
」
と
い
う
意

味
が
あ
り
、
古
く
か
ら
尊
ば

れ
て
き
ま
し
た
。
伸
縮
素
材

で
通
気
性
も
バ
ツ
グ
ン
で
す
。

国
産
（
東
近
江
産
）
。

◆
木
製
御
尊
像
お
守
り

各
八
〇
〇
円

太
郎
坊
宮
に
伝
わ
る
掛
軸
の
絵
柄
を
も
と
に
、

木
彫
り
の
お
守
り
を
製
作
し
ま
し
た
。
御
尊
像
ご

と
に
御
利
益
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
お
願
い
事
に

併
せ
て
お
受
け
下
さ
い
。

右
・
太
郎
坊
大
神

（
勝
運
授
福
）

中
・
太
郎
坊
天
狗

（
心
身
守
護
）

左
・
赤
神
不
動
尊

（
諸
難
消
滅
）

※
天
然
の
木
材
使
用
の
た
め
、

木
目
は
全
て
異
な
り
ま
す
。

「
献
灯
」
と
は
、

神
様
に
清
火
の
明
か

り
を
さ
さ
げ
る
こ
と

を
言
い
ま
す
。
神
様

の
御
前
に
清
火
を
奉

げ
る
歴
史
は
古
く
、

心
を
込
め
て
献
じ
ら

れ
た
灯
明
の
祈
り
は

天
に
通
じ
る
と
さ
れ

ま
す
。

献
灯
講
（
け
ん
と
う
こ
う
）
は
、
そ
う
し
た

思
い
の
も
と
に
結
成
さ
れ
た
会
で
す
。

現
在
は
防
火
防
犯
の
観
点
か
ら
、
電
気
式
灯

篭
に
よ
る
献
灯
を
境
内
各
所
に
設
置
。
会
員
の

方
々
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ご
芳
志
で
、
太
郎
坊
宮

全
域
に
灯
火
を
献
じ
て
い
ま
す
。
献
灯
講
へ
の

入
会
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
神
社

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
献
灯
講
の
会
費
は
、
年
間
四
五
〇
〇
円
か
ら

と
な
り
ま
す
。

◆
ご
希
望
の
方
は
、
電
灯
篭
に
お
名
前
を
掲
示

致
し
ま
す
。 献

灯
講
の
ご
案
内

ご

報

告

❖

本
年
十
月
に
予
定
さ
れ
て
い
た
敬
神
講
社
主
催

研
修
旅
行
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
等
の
状
況
を
鑑
み
て
中
止
致
し
ま
し
た
。

❖

県
外
神
社
へ
出
向
し
て
い
た
当
神
社
の
神
職
が

復
籍
致
し
ま
し
た
。
宜
し
く
ご
指
導
の
程
、

願
い
上
げ
ま
す
。

権
禰
宜

中
西
勝
哉

十
月
二
十
一
日
付

今
号
表
紙
に
は
室
町
時
代
の
「
御
剣
」
を
取

り
上
げ
ま
し
た
。
剣
の
起
源
は
古
く
、
神
々
が

携
え
る
武
器
と
し
て
神
話
に
も
登
場
し
ま
す
。

し
か
し
、
戦
い
の
道
具
と
し
て
は
平
安
時
代
頃

に
早
く
も
衰
退
し
、
以
降
は
神
具
と
し
て
の
み

製
作
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

本
作
の
刃
は
非
常
に
鋭
利
で
、
五
百
年
も
の

時
を
経
て
な
お
輝
き
を
有
し
て
い
ま
す
。
本
年

八
月
に
神
庫
で
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、
公

開
に
向
け
て
調
整
を
行
い
ま
す
。

表

紙

解

説

新
し
い
授
与
品
の
ご
紹
介
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❖

寄
付
金
額
・
口
数

・
ご
芳
志

※
寄
付
の
金
額
や
回
数
に
決
ま
り
は
あ
り
ま
せ
ん

❖

お
申
し
込
み
方
法

・
太
郎
坊
宮
内
の
各
受
付
所

ま
た
は

・
左
記
の
金
融
機
関
口
座
へ
の
ご
送
金

❖

寄
付
金
受
け
付
け
口
座

・
滋
賀
銀
行

八
日
市
支
店

普
通

8
4
3
6
9
4

宗
教
法
人
阿
賀
神
社
（
ア
ガ
ジ
ン
ジ
ャ
）

❖

そ
の
他

・
ご
寄
付
を
頂
い
た
方
は
神
庫
収
蔵
台
帳
に

記
名
の
う
え
、
永
久
保
管
致
し
ま
す

・
金
一
万
円
以
上
の
ご
寄
付
を
頂
い
た
方
は
、

境
内
に
お
名
前
を
掲
示
致
し
ま
す

❖

お
問
い
合
わ
せ
先

〒5
2
7
-
0
0
9
1

滋
賀
県
東
近
江
市
小
脇
町2

2
4
7

番
地

太
郎
坊
宮
社
務
所
内

『
令
和
の
大
整
備

基
金
事
務
局
』

T
E
L
:0
7
4
8
-
2
3
-
1
3
4
1

F
A
X
:0
7
4
8
-
2
5
-
0
7
8
7

登

録

有

形

文

化

財

保
存
修
復
事
業
基
金

勝
利
と
幸
福
を
授
け
る
神

と
し
て
信
仰
さ
れ
る
太
郎
坊
宮
。
そ
の
信
仰
の
歴
史
は
非
常
に

古
く
、
人
々
は
一
四
〇
〇
年
以
上
も
前
か
ら
こ
の
地
で
神
様
を
祀
り
続
け
て
き
ま
し
た
。

江
戸
時
代
に
は
各
地
で
「
太
郎
坊
信
仰
」
が
広
が
り
を
見
せ
、
数
多
く
の
崇
敬
者
が
競
っ
て
参
拝
に

訪
れ
た
と
い
わ
れ
ま
す
。
そ
れ
に
併
せ
る
よ
う
に
太
郎
坊
宮
の
境
内
一
帯
も
急
速
に
開
発
さ
れ
、
今
の

よ
う
な
景
観
が
形
作
ら
れ
ま
し
た
。

現
存
す
る
太
郎
坊
宮
の
建
造
物
は
、
い
ず
れ
も
当
時
最
高
峰
の
技
術
を
駆
使
し
た
も
の
で
、
貴
重
な

文
化
的
価
値
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
（
国
の
登
録
有
形
文
化
財
）
。
こ
う
し
た
文
化
財
建
造

物
を
恒
久
的
に
修
復
し
、
保
存
活
用
す
る
た
め
に
創
設
さ
れ
た
の
が
、
本
基
金
で
す
。

我
が
国
に
息
づ
く
神
道
文
化
の
興
隆
と
郷
土
文
化
の
伝
承
の
た
め
、
各
位
の
ご
支
援
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。



太
郎
坊
宮
の
神
様
に
お
願
い
事
を
し
て
、
そ
れ
が

叶
っ
た
と
き
・
・
・
。

「
神
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
せ
ん
か
―
―

神
様
へ
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
の

思
い
を
お
伝
え
す
る
こ
と
を
、
お
礼
参
り
と

い
い
ま
す
。

真
心
を
込
め
て
お
礼
を
す
る
と
、
神
様
に

あ
な
た
の
気
持
ち
が
届
く
は
ず
。

そ
の
思
い
を
込
め
、
太
郎
坊
宮
の
神
様
が

お
使
い
に
な
る
品
々
を
さ
さ
げ
て
い
た
だ
く

ご
案
内
で
す
。

◆
狛
犬
（
こ
ま
い
ぬ
）

神
域
の
守
護
者
。
石
造
。
ご
希
望
の
お
名
前
を

彫
刻
し
ま
す
。
一
基

三
十
八
万
円
で
す
。

◆
燈
篭
（
と
う
ろ
う
）

御
明
か
り
を
捧
げ

ま
す
。
石
造
。
ご
希

望
の
お
名
前
を
彫
刻

し
ま
す
。
一
基
三
十

五
万
円
。

◆
鳥
居
（と
り
い
）神
域
の
結
界
。
木
造
。

お
名
前
を
筆
記
し
ま
す
。
七
万
円

◆
玉
垣
石
（
た
ま
が
き
い
し
）
神
域
の
境
界
。

石
造
。
お
名
前
を
彫
刻
し
ま
す
。
五
万
円
。

◆
三
方
（
さ
ん
ぼ
う
）
・
土
器
（
ど
き
）
類

神
様
が
お
使
い
に
な
る
食
膳
器
台
な
ど
。

お
名
前
を
筆
記
し
ま
す
。
五
千
円
よ
り
。

◆
御
鏡
餅
（
お
か
が
み
も
ち
）
新
年
を
祝
し

神
様
へ
奉
る
お
鏡
餅
。
三
千
円
よ
り
。

◆
神
酒
（
お
み
き
）
神
様
が
召
し
上
が
る
酒
。

二
千
円
よ
り
。

◆
日
供
（
に
っ
く
）
毎
朝
、
神
様
へ
祈
り
と

共
に
奉
げ
る
お
食
事
。
年
間
一
万
二
千
円
。

※
記
載
品
目
以
外
の
奉
納
も
承
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ご
希
望
額
の
お
初
穂
料
（
現
金
）
に

よ
る
奉
納
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

「
神
験
即
現
（
し
ん
げ
ん
そ
く
げ
ん
、

尊
い
御
利
益
が
す
ぐ
に
現
れ
る
」
と
し
て

讃
え
ら
れ
る
太
郎
坊
大
神
様
の
ご
加
護
を

願
わ
れ
る
方
の
た
め
、
毎
日
ま
た
は
毎
月
、

神
主
が
ご
祈
祷
を
致
し
ま
す
。

◆
毎
日
祈
祷
（
ま
い
に
ち
き
と
う
）

神
主
が
毎
朝
ご
祈
祷
を
し
、
大
神
様
の

ご
加
護
が
あ
る
よ
う
祈
り
ま
す
。

※
年
間
の
祈
祷
料
・
三
万
六
千
五
百
円
。

◆
毎
月
祈
祷
（
ま
い
つ
き
き
と
う
）

神
主
が
毎
月
ご
祈
祷
を
し
、
大
神
様
の

ご
加
護
が
あ
る
よ
う
祈
り
ま
す
。

※
年
間
の
祈
祷
料
・
一
万
二
千
円
。
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毎
月
祈
祷

毎
日
祈
祷

ご
案
内

―
神
様
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
形
に
し
て
―

各

種

奉

納

の

ご

案

内



勝利と幸福を授ける神 太郎坊・阿賀神社報『赤神山』

（8）

新

春

は

つ

も

う

で

の

ご

案

内

十
二
月
三
十
一
日

～

〇
時
迄

一
月

一
日

〇
時
～
十
九
時
頃

二
日

八
時
～
十
八
時
頃

三
日

八
時
～
十
八
時
頃

四
日

八
時
～
十
七
時
頃

五
日

八
時
～
十
七
時
頃

①
本
殿

※
お
参
り
の
み
（
各
種
祈
祷
は
拝
殿
）

②
拝
殿

※
各
種
ご
祈
祷
・
受
付
は
こ
ち
ら

③
参
集
殿
（
団
体
ご
祈
祷
・
ご
朱
印
等
）

④
祈
祷
殿
（
ご
祈
祷
・
お
ま
も
り
等
）

第
一
駐
車
場
（
お
手
洗
い
）

⑤
授
与
所
（
お
ま
も
り
・
お
み
く
じ
等
）

⑥
第
二
駐
車
場
（
新
設
）

⑦
第
三
駐
車
場
（
寺
前
）

⑧
第
四
駐
車
場
（
参
道
登
り
口
）

⑨
第
五
駐
車
場
（
参
道
登
り
口
手
前
）

⑩
第
六
駐
車
場
（
神
田
前
）

⑪
第
七
駐
車
場
（
近
江
鉄
道
駅
前
）

感
染
症
を
防
ぐ
た
め
に

❖

混
雑
緩
和
の
た
め
、
ご
祈
祷
の
受
付
場
所
を
変
更
し
ま
す
。

本
年
は
、
本
殿
で
は
な
く
拝
殿
で
ご
祈
祷
を
行
い
ま
す
。

❖

混
雑
緩
和
の
た
め
、
各
所
で
一
方
通
行
規
制
を
行
い
ま
す
。

警
備
員
の
誘
導
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

❖

山
道
ド
ラ
イ
ブ
ウ
ェ
ー
の
瓦
屋
寺
Ｔ
字
路
よ
り
先
は
、
相
互

通
行
で
す
。
対
向
車
に
ご
注
意
下
さ
い
。

❖

体
調
が
す
ぐ
れ
な
い
お
方
の
お
参
り
は
ご
遠
慮
下
さ
い
ま
す

よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

❖

神
社
が
行
う
対
策

①
職
員
の
検
温
・
体
調
検
査

②
職
員
の
マ
ス
ク
着
用

③
手
指
消
毒
液
の
設
置
（
各
所
）

④
空
気
除
菌
剤
の
設
置
（
各
所
）

⑤
空
気
清
浄
機
の
設
置
（
室
内
）

⑥
案
内
に
よ
る
感
染
症
対
策
の
啓
発

⑦
手
水
柄
杓
・
鈴
緒
の
撤
収

⑧
時
期
を
ず
ら
し
た
お
参
り
の
推
奨

※
十
二
月
二
十
五
日
～
一
月
十
五
日
ま
で

初
も
う
で
特
別
対
応
を
実
施
予
定

❖

初
も
う
で
に
お
越
し
の
皆
様
へ
、
ご
協
力
を

お
願
い
す
る
対
策

①
体
調
不
良
の
時
は
、
出
か
け
な
い

②
マ
ス
ク
を
つ
け
て
、
出
か
け
る

③
大
き
な
声
で
会
話
を
し
な
い

④
他
の
人
と
十
分
な
距
離
を
保
つ

⑤
手
指
消
毒
液
を
積
極
的
に
使
う

⑥
お
守
り
は
、
購
入
す
る
物
だ
け
触
る

⑦
お
参
り
の
時
期
を
ず
ら
す

（
十
二
月
二
十
五
日
～
一
月
十
五
日
頃
）

年
始
の
受
付
時
間

施
設
案
内
（
下
図
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）


